永遠の相における観照と至福 : スピノザにおける個物と無限なものとの関係について by 池田  全之
永遠の相における観照と至福 : スピノザにおける
個物と無限なものとの関係について












































































































                                                                  








無限様態における無限の意味である（cf. Gilles Deleuze,Spinoza Philosophie pratique, 















































































































































































































                                                                  
身並行論」とは、「人間精神を形成する観念において到来するものがすべて、人間精
神によって知覚されるべきである」（E2P12）との意味で厳密に理解されるべきであ
ると述べている（cf. Chantal Jaquet, L’unité du corps et de l’esprit Affects,actions et 

































の関係の見地から、再考しよう。スピノザは『エチカ』第二部定理 19 と 20
で、人間精神は、人間身体が受ける刺激の観念を介して身体を認識すると述
                                                                  




































ができるがゆえに、精神は観念を持つのである」（Michael Schrijvers, Spinozas 



















































































































                                                                  
8 ドゥルーズは、第二種認識をものの構成関係の合一を示すものであり、自然の構成
上の一致点を示す物理・化学・生物学的な性質を有すると述べている（cf. Deleuze, 











































































































                                                                  
10 cf. Deleuze, ibid., pp.121sq. また、第二種認識と第三種認識の関係については、cf. 







































                                                                  































                                                                  
12 この身体の形成については、cf. Pascal Sévérac, Le devenir actif chez Spinoza, pp. 132- 
202, Champion, 2005, Paris. また、第三種認識をこの身体の練成と結びつける解釈の試
みとしては、竹内良知『スピノザの方法について』，69-109 頁，第三文明社、1979
年も参照。 
13 Walter Benjamin, Gesammelte SchriftenⅠ, hrsg. v. Rolf Tiedemann u Helmut Schweppen- 





















雄	 課題番号 15H0378〉）による成果である。 
 
